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平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
よ
り
３
億
９
，

０
４
３
万
円
増
の
97
億
５
，７
７
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳

出
決
算
額
は
、
４
億
３
，７
６
４
万
円
増
の
93
億
５
，４
４
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

増
額
の
主
な
要
因
と
し
て
、
室
内
で
子
ど
も
を
安
全
に
遊
ば
せ
な
が

ら
親
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た
、
き
び
プ
ラ
ザ
内
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
の

整
備
、
参
議
院
議
員
選
挙
、
県
知
事
・
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
、
町
長
・

町
議
会
議
員
選
挙
の
執
行
、
都
市
部
と
の
教
育
格
差
是
正
の
た
め
中
学

生
を
対
象
と
し
た
地
域
未
来
塾
の
整
備
、
若
者
の
定
住
対
策
と
し
て
吉

備
高
原
都
市
内
に
集
合
住
宅
用
地
を
購
入
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
本
格
的
に
稼
働
を
開
始
し
た
太
陽
光
発
電
所
の
売

電
収
入
が
伸
び
て
お
り
、
こ
れ
を
基
に
造
成
し
た
基
金
は
、
子
育
て
支

援
、
若
者
定
住
対
策
の
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
に
よ
る
寄
附
金
も
前
年
度
に
増
し
て
伸
び
て
お
り
、
米
づ
く
り

農
家
応
援
事
業
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
社
会
保
障
費
や
扶
助
費
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
等
の
経

費
が
年
々
増
加
し
て
い
く
中
で
、
歳
入
の
４
割
以
上
を
占
め
る
地
方
交

付
税
は
、
今
後
も
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

主
に
人
口
減
少
や
合
併
に
よ
る
特
例
措
置
が
終
了
し
た
こ
と
が
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
町
の
財
政
状
況
は
厳
し
い
状
態
に
あ

り
ま
す
が
、
新
た
な
財
源
の
確
保
、
財
政
運
営
の
適
正
化
や
健
全
な
財

政
の
維
持
を
行
う
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据
え
、
子
育
て
・
定
住
関
係

の
施
策
へ
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入、寄附金、
諸収入
9億2,970万円 （9.5％）

町税 12億1,386万円 （12.5％）

町債
5億4,920万円

（5.6％）

自主
　財源

依存財源

地方交付税 43億6,150万円
（44.7％）

国庫支出金
6億4,451万円 （6.6％）

県支出金
9億5,179万円

（9.8％）

繰入金 2億2,853万円
 （2.3％）

繰越金 4億5,056万円
（4.6％）

地方譲与税、地方消費税交付金
自動車取得税交付金等
4億2,811万円 （4.4％）

歳入
97億

5,776万円

歳出

労働費 586万円 （0.1％）

議会費
8,846万円 （0.9％）

諸支出金
3億4,646万円 （3.7％）

災害復旧費
4,732万円 （0.5％） 総務費

18億8,504万円
（20.1％）

民生費
21億9,815万円
（23.5％）

93億
5,441万円

衛生費
5億9,668万円 （6.4％）

農林業費
10億8,262万円 （11.6％）

商工費
1億4,861万円 （1.6％）

土木費
7億532万円
（7.5％）

消防費
2億9,967万円

（3.2％）

教育費
6億9,022万円

（7.4％）

公債費
12億6,000万円
（13.5％）

平
成
28
年
度
吉
備
中
央
町 

決
算
報
告

一
般
会
計 

歳
入

一
般
会
計 

歳
出
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その他
53,376円
議会・災害復旧・

観光振興・積立金など

農林業費
90,755円

農業・畜産の振興など

消防費
25,121円

火災・災害の対応など

総務費
158,022円

地域振興・交通・財産管理など

土木費
59,126円

道路・住宅の整備など

教育費
57,861円
学校・公民館・

図書館の運営など

公債費
105,625円

借入金の返済

衛生費
50,019円

保健衛生・廃棄物の収集、
処理など

民生費
184,269円

高齢者・児童の福祉など

一般会計 町民１人当たりの予算   784,174円
こんなふうに使われました ●平成29年３月31日 現在　人口 11,929人

● 特別会計決算額 （単位：万円）
特別会計 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額

国民健康保険 173,142 173,102 40
介護保険 203,035 198,322 4,713
後期高齢者医療 16,134 16,130 4
再生可能エネルギー事業 22,505 21,949 556
育英資金 1,605 856 749
診療所 2,442 1,470 972
簡易水道 40,145 40,145 0
下水道 10,145 8,497 1,648
農業集落排水事業 13,612 13,602 10
住宅新築資金等貸付事業 47 47 0
吉川財産区 2,604 172 2,432
大和財産区 151 41 110
賀陽財産区 2,478 122 2,356

計 488,045 474,455 13,590

上水道

※１ 収益的収入
40,329

※３ 資本的収入
825

※２ 収益的支出
32,947

※４ 資本的支出
3,179

7,382

△2,354

※１ 収益的収入とは、水道料金、受託
工事収益、預金利息等の収入をい
います。

※２ 収益的支出とは、水道事業の営業
活動に係る職員の人件費、維持修
繕費、光熱水費や薬品等の消耗品
費、受託工事費や減価償却費など
をいいます。

※３ 資本的収入とは、国などからの借
入金や一般会計や他の会計からの
負担金、加入者分担金などです。

※４ 資本的支出とは、建設改良に従事
した職員の人件費、配水管敷設や
浄水場建設などの工事費、起債の
償還金などです。

※ なお、資本的収入額が資本的支出額
に対し不足する額は、減価償却費等
により生じる内部留保資金から補て
んされます。

●出るお金＝歳出
総 務 費…選挙や住基、徴税、財産管理などの経費
民 生 費…高齢者や障害者、児童などの福祉に関連する経費
衛 生 費… 老人・母子保健、予防接種、合併浄化槽、し尿・

ごみ処理などの経費
農林業費… 農林業の振興、農道や水路、農村環境などの経費
商 工 費…道の駅管理運営、観光・総合会館事業などの経費
土 木 費…町道改良、舗装、住宅建設などの経費
消 防 費…消防団の運営、常備消防委託などの経費
教 育 費… 幼稚園、小中学校の管理、社会教育、生涯教育、

体育振興、文化財保護などの経費
公 債 費…町の借金である町債などを返済するための経費
諸支出金…財政調整基金、災害対策基金積立などの経費

●入るお金＝歳入
町　　税… 皆様が町に納めたお金（町民税、固定資産税、軽

自動車税、たばこ税など）
繰 入 金…基金などの積立金を取り崩して繰り入れするお金
繰 越 金…前年度から繰越したお金
地方交付税…国から町の財政力に応じて交付されるお金
国庫支出金…国が各種事業に補助金等として負担するお金
県支出金…県が各種事業に補助金等として負担するお金
町　　債…事業を行うために、国などから借り入れた資金
自主財源…町が自主的に収入できる財源
依存財源… 国や県などから定められた額を交付されたり割当

てられたりする収入
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● 健全化判断比率について
　健全化判断比率とは、吉備中央町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断するた
めの指標として「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定したものです。

指　　標 説　　明 早期健全化
基　　準

吉備中央町の数値
平成28年度決算 平成27年度決算

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計等における実質赤字額の標準財政
規模に対する比率 14.56 －

（黒字のため－と表示）
－

（黒字のため－と表示）

連結実質赤字
比 率

公営企業分（上下水関連）を含むすべての
公会計における実質赤字額（または、資金
の不足額）の標準財政規模に対する比率

19.56 －
（黒字のため－と表示）

－
（黒字のため－と表示）

実 質 公 債 費
比 率

一般会計等が負担する元利償還金等の標準
財政規模に対する比率 25.0 12.5 13.7

将来負担比率
公社や出資法人等を含め、一般会計等が将
来負担する実質的な負債の標準財政規模に
対する比率

350.0 48.5 56.6

※ 標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入される経常的一般財源の規模を示すもので、標準税収入額等に普通
交付税を加算した額。

※早期健全化基準とは、財政の健全化を表す指標で、これを超過すると財政は破綻に近づいていくことを表します。

　町では、財政状況を把握し明らかにするため、財政健全化法による財政健全化判断比率の指標を公表していま
す。平成28年度の財政状況は、いずれも早期健全化基準を下回っており、平成27年度より改善しています。

● 吉備中央町普通会計貸借対照表（平成28年３月31日現在） （単位：百万円）
資産の部（資産＝サービス提供能力） 負債の部（負債＝将来世代の負担）

固
定
資
産

有
形
固
定
資
産

事業用資産（庁舎や学校など） 14,755
固
定
負
債

地方債等（借入金の内翌年度償還額を除いた額） 9,466
インフラ資産（道路や河川など社会基盤） 37,396
物品（器具備品や機械など） 217 退職手当引当金

（将来退職者に給付する退職金の引当金） 1,195
無形固定資産（ソフトウエア等無形の資産） 9

投
資
そ
の
他
の
資
産

投資及び出資金（運用目的の出資金等） 2,930 その他 8
長期延滞債権

（回収期限を１年以上経過した債権） 49

流
動
負
債

1年以内償還予定地方債等 1,151

基金（特定の目的のために積立した資金） 997 未払金（財貨や用役の提供を受けたが、未払のもの） 0
徴収不能引当金

（徴収不能とみられる債権への引当て） -2
その他 151その他 92

流動資産

現金預金 541
未収金

（回収期限から１年を経過していない債権） 28 負債合計 11,971

財政調整基金等 2,386 純資産の部（純資産＝現在までの世代の負担）
徴収不能引当金 0 純資産 47,465
その他 38 純資産合計 47,465

資産合計 59,436 負債・純資産合計 59,436
※ 普通会計とは、地方財政の統計で統一的に用いられる会計で、一般会計と、特別会計のうち公営事業会計以外の会計（吉備中央

町では、育英資金特別会計、診療所特別会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計）を合わせてまとめたものです。

　町では、企業会計の考え方に基づき、発生主義、複式簿記を導入した地方公会
計制度により「貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計
算書」の財務諸表を町ホームページなどで公表しています。
　これにより、公正な評価による資産や負債の蓄積状況など、実際に現金の支出
を伴わない隠れたコストも把握することができます。
　上の表は、４つの財務諸表のうちのひとつ貸借対照表です。町が所有している
資産や、これから返済していかなければならない地方債などの負債がどれくらい
あるのか、確認することができます。

貸借対照表を
町民一人当たりに換算すると
平成28年３月31日現在
人口　12,103人
 （単位：万円）

資　産 491
負　債  99
純資産 392
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新
成
人
誓
い
の
こ
と
ば

　

本
日
は
、
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典

を
挙
行
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
先
ほ

ど
は
山
本
町
長
を
は
じ
め
皆
様
よ
り
お
祝
い
の
お
言
葉
、
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
本
日
、
成
人
式
と
い
う
人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
大
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
無
事
、
成
人
式

を
迎
え
る
事
が
で
き
た
こ
と
は
、
ご
教
授
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、
と
も
に
学
び
あ
っ
た
友
人
、
そ
し
て
私

た
ち
を
二
十
年
間
育
て
て
く
れ
た
、
家
族
の
お
か
げ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
こ
こ
に
成
人
を
迎
え
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
は
、
十
四
歳
で
プ
ロ
入
り
し
た
最
年
少
棋
士
、
藤
井
聡
太
四
段
が
公

式
戦
で
二
十
九
連
勝
と
い
う
、
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。
こ
の
記
録
は

三
十
年
ぶ
り
の
快
挙
で
、
な
に
よ
り
十
四
歳
と
い
う
若
さ
に
日
本
中
が
わ
き

ま
し
た
。
ど
ん
な
競
技
で
も
連
勝
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
勝
つ
た
め
に
は
、
日
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
自
分
を

信
じ
る
力
が
な
し
え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
年
下
の
彼
に
、
社
会
に

出
て
自
分
の
夢
を
実
現
す
る
た
め
の
勇
気
を
貰
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
社
会
に
出
て
働
い
て
い
る
者
、
勉
学
に
励
ん
で
い
る
者
と
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
し
、
強
い
自
分
の
意
志
を
持
ち
、
魅
力

あ
る
成
人
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
日
の
感
激
と
幸
せ
を
深
く
胸
に
刻
み
、
吉
備
中
央
町
民
と
い
う

誇
り
を
胸
に
、
こ
の
町
の
未
来
を
担
う
一
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
大
人
と
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち

に
、
本
日
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
上
を
持
ち
ま
し
て
新
成
人
誓
い
の
こ
と
ば

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

未
来
へ
の
扉
、
開
く
と
き
… 

～
平
成
30
年
吉
備
中
央
町
成
人
式
～

　

平
成
30
年
吉
備
中
央
町
成
人
式
が
行
わ

れ
、
穏
や
か
な
陽
気
の
中
、
会
場
は
振
り
袖
、

羽
織
袴
、
ス
ー
ツ
な
ど
の
正
装
に
身
を
包
ん

だ
新
成
人
で
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

今
回
対
象
と
な
る
新
成
人
は
男
性
47
人
、

女
性
39
人
の
計
86
人
。
当
日
は
63
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
本
町
長
が
「
長
い
将
来
、

悩
む
こ
と
や
多
く
の
困
難
が
あ
る
が
、
自
分

の
考
え
と
勇
気
を
持
ち
進
ん
で
ほ
し
い
。
そ

し
て
、
地
域
を
支
え
る
皆
さ
ん
に
は
、
故
郷

を
愛
し
、
町
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
れ
ば
あ
り

が
た
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
片
山
麻
悠

さ
ん
（
下
加
茂
）
へ
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
田
中
紳
太

郎
さ
ん
（
北
）
が
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
記
念
行
事
と
し
て
交
歓
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
各
中

学
校
の
恩
師
か
ら
新
成
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
実
行
委
員
に
よ

る
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

交
歓
会
終
了
後
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
仲

間
と
記
念
写
真
を
撮
る
姿
や
、
時
間
を
惜
し

ん
で
語
り
合
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

特
  集
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加茂川地区の皆さん

賀陽地区の皆さん

新成人の皆さん
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心に刻まれた写真集
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岡
山
北
警
察
署
善
行
少
年
表
彰

　
11
月
27
日
、
地
域
で
の
奉
仕
活
動
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
他
の
模
範
と
な
る
よ

う
な
児
童
生
徒
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
善
行
少
年
表
彰
式
が
、
岡
山
北
警
察
署
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
吉
備
高
原
小
学
校
６
年
生
の
寺
本
咲
耶
さ
ん
と
吉
川
小
学
校
児
童
会
が

受
賞
さ
れ
、
北
警
察
署
の
笹
岡
署
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
寺
本
さ
ん
は
、
加
賀
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

主
将
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
北
警
察
署

防
犯
剣
道
大
会
で
個
人
優
勝
、
団
体
優
勝
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
剣
道
を
通
し
て
諦
め
な
い

姿
勢
、
常
に
友
達
を
思
い
や
る
態
度
は
、
剣
道
部

員
を
は
じ
め
上
級
生
や
下
級
生
か
ら
慕
わ
れ
る
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
吉
川
小
学
校
児
童
会
は
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
地
域
の
方
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た

め
、
毎
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
と
一
緒
に
、
国
指

定
重
要
無
形
文
化
財
で
あ
る
吉
川
八
幡
宮
や
吉
川

公
民
館
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
や
草
取
り
を
行
う
な
ど
、

環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た

び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

まちの話題まちの話題
中
学
生
の
税
に
関
す
る

�

作
文
・
習
字
表
彰

　

11
月
30
日
、

加
賀
中
学
校

で
、
国
税
庁
と

全
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
共

催
に
よ
る
「
中

学
生
の
税
に
関

す
る
作
文
」
と

中
国
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
主

催
に
よ
る
「
中

学
生
の
税
に
関

す
る
習
字
」
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、中
学
生
に
、

税
に
関
す
る
意
義
や
役
割
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
今
回
は
、

作
文
１
，５
４
５
点
、
習
字
３
６
８
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
】

　
岡
山
西
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　
　
草
地
な
つ
み
（
加
賀
中
２
年
）

　
町
長
賞

　
　
下
山　
悠
太
（
加
賀
中
１
年
）

【
中
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
】

　
町
長
賞

　
　
天
艸　
ら
ん
（
加
賀
中
２
年
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
12
月
７
日
、
岡
山
吉
備
高
原
車
い
す
ふ
れ

あ
い
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
組
織
委
員
会
が
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
障
害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活
動

の
普
及
及
び
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
団

体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
委
員
会
は
、
岡
山
県
・
吉
備
中
央
町
・

吉
備
高
原
都
市
内
の
事
業
所
等
を
中
心
に
構

成
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
63
年
か
ら
車
い
す
選

手
と
一
般
ラ
ン
ナ
ー
が
同
じ
コ
ー
ス
を
走
り
、

共
に
競
い
合
う
「
岡
山
吉
備
高
原
車
い
す
ふ

れ
あ
い
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
を
開
催
。
大

会
を
通
し
て
、
参
加
者
の
相
互
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り

の
面
で
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
功
績
な
ど
が

評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
表
彰
式
に
は
、
事
務
局
を
担
当

し
て
い
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
吉
備
株
式
会
社
が

代
表
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

寺本さん吉川小学校の児童の皆さん
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Topics
 of the Town

特
別
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰

　

12
月
16
日
、
御
北
小
学
校
が
特
別
歯

科
保
健
優
良
校
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
な
ど

の
口
腔
保
健
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
学
校
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

同
校
は
、
虫
歯
ゼ
ロ
、
歯
肉
炎
ゼ
ロ

を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
も
岡
山
歯
科
衛
生
専

門
学
校
の
生
徒
を
お
招
き
し「
歯
っ
ぴ
ー

ス
タ
デ
ィ
ー
技
能
編
」
と
題
し
た
歯
に

関
す
る
授
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
歯
科

保
健
の
知
識
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
回
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

吉
備
中
央
町
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連

盟
交
流
会
と
環
境
美
化
活
動

　

11
月
19
日
、
町
Ｆ
Ｏ
Ｓ
少
年
団
連
盟

が
交
流
会
と
環
境
美
化
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

大
平
山
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
、

毎
年
行
っ
て
い
る
団
員
と
リ
ー
ダ
ー
の

交
流
会
を
行
い
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
頂

で
の
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後
か

ら
は
加
賀
中
学
校
へ
移
動
し
、
環
境
美

化
活
動
と
し
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
葉
牡

丹
の
寄
せ
植
え
を
行
い
、
加
賀
中
学
校

と
団
員
の
在
籍
す
る
津
賀
小
学
校
、
御

北
小
学
校
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
友

情
・
秩
序
・
奉
仕
の
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
精
神
を

改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

吉
備
中
央
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
開
催

　
11
月
21
日
、
吉
備
高
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
で
、
第
６
回
教
育
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
ら
１
４
３
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
入
賞
を
目
指
し
互
い

に
競
い
な
が
ら
、
会
員
同
士
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
３
名
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
優　
勝　
貝
𠩤
知
惠
子
（
32
打
）

　
第
２
位　
禰
元　
春
枝
（
32
打
）

　
第
３
位　
近
藤　
朋
司
（
35
打
）

※ 

同
打
は
年
齢
が
高
い
人
が
上
位
と
な

り
ま
す
。

吉
備
高
原
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
「
へ
そ
ナ
リ
エ
」
点
灯
式

　
11
月
25
日
、吉
備
高
原
都
市
セ
ン
タ
ー

区
さ
ん
さ
ん
広
場
で
、
冬
の
風
物
詩
で

あ
る
吉
備
高
原
都
市
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
「
へ
そ
ナ
リ
エ
」
の
点
灯
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
３
回
目
と
な

る
点
灯
式
は
、
前
年
よ
り
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
数
を
増
や
し
て
色
鮮
や
か
な

光
で
吉
備
高
原
都
市
を
演
出
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行
っ
た

後
、
来
場
者
３
５
０
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
お
し
る
こ
の
サ
ー

ビ
ス
や
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、

多
く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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第
14
回
ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表
会

　
芸
能
文
化
活
動
の
振
興
や
参
加
者
同

士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

11
月
26
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合

会
館
で
、
第
14
回
ふ
れ
あ
い
芸
能
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
に
は
、町
内
を
は
じ
め
岡
山
市
、

総
社
市
、
高
梁
市
な
ど
か
ら
１
４
３
組
が

参
加
。
参
加
者
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
な

ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
、
来
場

者
か
ら
は
、
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
か
よ
う
ロ
マ
ン
太
鼓

や
絆
の
出
演
も
あ
り
、
迫
力
の
あ
る
太

鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

岡
山
自
動
車
道
付
加
車
線
設

置
事
業
着
工
式

　

12
月
３
日
、
高
梁
市
有
漢
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
岡
山
自
動
車
道
付
加
車

線
設
置
事
業
着
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
加
藤
厚
生
労
働
大
臣
や
伊

原
木
県
知
事
を
は
じ
め
、
関
係
者
約

１
５
０
名
が
出
席
。
式
典
後
、
沿
線
自

治
体
首
長
ら
が
鍬
入
れ
を
行
い
、
工
事

の
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。

　
増
設
工
事
さ
れ
る
の
は
、
岡
山
自
動
車

道
賀
陽
Ｉ
Ｃ
～
北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
約
21
㎞

の
う
ち
、
３
か
所
計
約
９・
４
㎞
で
、
吉

備
中
央
町
分
で
は
、
賀
陽
Ｉ
Ｃ
北
の
約
２

㎞
の
区
間
で
工
事
を
行
い
、
２
０
２
０
年

の
完
成
を

目
指
し
ま

す
。

国
際
交
流
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー

　
12
月
３
日
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、

国
際
交
流
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
内
に

在
住
し
て
い
る
海
外
か
ら
の
移
住
者
や

町
国
際
化
推
進
協
会
会
員
ら
約
50
人
が

参
加
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
教
室
の
講
師
４
名
を
お
招
き
し
、

日
本
民
謡
や
「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」

な
ど
全
６
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
、
ご
飯
を
ラ
ッ
プ
に

包
み
、
お
好
み
の
味
の
お
に
ぎ
り
を
作
る

な
ど
日
本
の
食
事
を
味
わ
い
ま
し
た
。

一
青
窈
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
２
０
１
７

～
御
目
見
得
饗
宴
～
開
催

　

12
月
10
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総

合
会
館
で
一
青
窈
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
２
０
１
７
～

御
目
見
得
饗
宴
～
が
開
催
さ
れ
、
一
青
窈

の
フ
ァ
ン
な
ど
県
内
外
か
ら
７
０
０
人

を
超
え
る
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」

や
「
も
ら
い
泣
き
」
を
は
じ
め
と
し
た

ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
全
20
曲
を
披
露
。
会
場

内
に
は
、
美
し
い
歌
声
が
響
き
渡
り
、

来
場
者
は
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
青
窈
さ
ん
に
合
わ
せ
て
、

来
場
者
は
振
付
や
手
拍
子
、
ハ
イ
タ
ッ

チ
な
ど
を
し
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

まちの話題まちの話題
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Topics
 of the Town

～男女共同参画「川柳コンテスト」入選作品発表～

　町では、男性も女性も個性と能力を十分発揮できる「誰もが輝く社会の実現」に向け、町民の皆さんの意
識の高揚を図ることを目的に、「思いやり」をテーマとして小学生の部・中学生の部・大人の部の川柳を募集
しました。たくさんのご応募ありがとうございました。なお、11月23日に開催された生涯学習フェスティ
バルで、入選作品の表彰式を行いました。受賞者は以下のとおりです。（敬称略）

【小学生】　大　　　賞　　思いやり　一人一人が　できること　　　　藤原　泰輝　（上竹荘小・５年）
　　　　　優　秀　賞　　しあわせの　まほうの言葉　ありがとう　　菅野涼太朗　（豊野小・６年）
　　　　　優　秀　賞　　ありがとう　そのひと言で　がんばれる　　西﨑　　葵　（吉川小・３年）
　　　　　優　秀　賞　　思いやり　してもされても　いい気分　　　淀川　楓真　（吉備高原小・３年）

【中学生】　大　　　賞　　何気ない　声かけそれが　思いやり　　　　杉元　　要　（加賀中・２年）
　　　　　優　秀　賞　　思いやり　一人一人の　心がけ　　　　　　難波　　聖　（加賀中・３年）
　　　　　優　秀　賞　　寄り添えば　言葉はなくても　みな笑顔　　藤原　未来　（加賀中・３年）
　　　　　優　秀　賞　　ありがとう　勇気を出して　言ってみて　　難波　莉子　（加賀中・２年）
　　　　　優　秀　賞　　笑顔咲け　一人一人の　思いやり　　　　　繁田　愛美　（加賀中・１年）

【大　人】　大　　　賞　　優しさの　言葉一つで　出る勇気　　　　　楢嵜　照子　（上田西）
　　　　　優　秀　賞　　ハイタッチ　今日はあなたが　家事育児　　難波　良子　（吉　川）
　　　　　優　秀　賞　　「美味しいよ」　聞けば畑で　精が出る　　　山元　定子　（吉　川）
　　　　　優　秀　賞　　母さんの　夜勤べんとう　作る父　　　　　河内とし子　（吉　川）

～男女共同参画に関するアンケートについて～

　第３次男女共同参画基本計画を策定するため、アンケートを行いました。ご協力ありがとうございました。
アンケート結果「食事の用意、洗濯等の家事は、誰の役割だと思うか」を紹介します。

主に・どちらかといえば妻の役割 夫と妻が同じ程度の役割 主に・どちらかといえば夫の役割
男 性 76.5% 20.6% 0%
女 性 66.2% 31.8% 0.6%

※「わからない」という回答は除く

　さまざまな施策により男女共同参画の意識は高まっていますが、まだ家事は女性の役割という認識が強い
ようです。女性が働く上で障害となっていることを問うアンケート項目では、家事や育児との両立が難しい
ことがうかがわれます。反対に、生活費を稼ぐことは男性の役割という意識が強くなっています。あらためて、
家族で家庭の仕事の分担について考えてみませんか。

お問い合わせ先 　協働推進課　地域振興班　☎0866－54－1301
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平成29年度吉備中央町総合防災訓練を実施しました

　11月26日、賀陽庁舎と豊岡地区において、町、地域住民（自治会）、岡山県備前県民局、岡山北警察署、
岡山市消防局、吉備中央町消防団並びに社会福祉法人吉備中央町社会福祉協議会等440名が協力・連携して「平
成29年度吉備中央町総合防災訓練」を実施しました。
　この訓練は、台風接近に伴う風水害、土砂災害が起きることを想定し、町職員の参集、防災配備体制の段
階的強化、避難勧告等の発令、避難所の開設・運営等を主な項目として実施しました。また、地元自治会に
おいても、自主防災という観点から、災害時に自力で避難することが困難な避難行動要支援者の支援をはじめ、
避難所における集落単位での避難完了確認や取りまとめ等、自主的な訓練が実施されました。
　訓練では、災害対策本部を賀陽庁舎に設置し、御北小学校及び豊岡いきいきプラザを避難所として開設す
るとともに、「避難準備・高齢者等避難開始」「避難勧告」「避難指示（緊急）」を発令し、告知放送等を用い
て実際に住民の皆さんにお知らせしました。
　避難所では、避難された地域住民の方々へアルファ米の調理・支給、負傷者の対応、ＡＥＤ講習等を実施し、
非常時における防災知識の向上を図りました。
　さらに、町消防団による避難誘導、水防活動をはじめ、岡山市消防局の消防ヘリコプターによる孤立者救
助及び支援物資の空輸といった本格的な訓練も行い、関係機関の連携を強化することができました。
　災害はいつどこで起きるか分かりません。いざという時、慌てず適切な行動をとるために、日頃から家族、
職場、地域等で話し合い、避難方法等を確認しておくことが重要です。
　今回の訓練で得た成果、課題を今後の実災害時に活かすとともに、災害に強い安心・安全なまちづくりを
引き続き推進していくために、防災体制の強化、非常通信機器の整備、自主防災組織の育成等に取り組んで
いきます。

まちの話題まちの話題

災害対策本部 避難所（豊岡いきいきプラザ） 避難所（御北小学校）

消防団水防活動 孤立者救助 訓練終了式
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　住民課　戸籍住民班 ☎0866-54-1316
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　　しらさぎ事業所 ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所 ☎0867-34-1522
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役場からのお知らせ

町県民税の申告（所得税の確定申告）について
■ 町県民税の申告（所得税の確定申告）期限は、３月15日です。
■ ２月16日から３月15日まで各地区で申告相談を行います。
　平成30年度町県民税の申告書（平成29年分所得税の確定申告書）の提出期限は、平成30年３月15日㈭までとなって
います。申告をしなければならない人は、平成29年中（１月１日～12月31日）の所得金額等を正しく計算し、早めに申
告しましょう。
　２月16日〜３月15日まで各地区で申告相談及び申告書の受付を行いますのでご来場ください。各地区の日程及び申告
に必要な準備、書類等については、この広報きびちゅうおう２月号に併せて配布している日程表をご覧ください。

所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方
　給与所得がある方
　①　給与の収入金額が2,000万円を超える方
　②　 給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計

額が20万円を超える方
　③　 給与を２か所以上から受けていて､ 年末調整をされなかった給与の収入金額と各種の所得金額（給与所得、退職所

得を除く）の合計額が20万円を超える方など
　公的年金を受給されている方
　 　公的年金等に係る雑所得の金額から所得控除を差し引くと、残額がある方（公的年金の収入金額が400万円以下で、

かつ、公的年金等に係る雑所得以外の各種の所得金額が20万円以下である場合については、確定申告の必要はありま
せん。確定申告が必要ない場合であっても、還付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります）

　上記以外の所得のある方
　 　事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方、土地・建物等の譲渡所得があった

方、株式の譲渡所得等があった方で、各種の所得金額の合計額から雑損控除その他の所得控除の合計額を差し引き、その
金額を基として計算した税額が配当控除額と年末調整の際に控除を受けた住宅借入金等特別控除額の合計額を超える方

町県民税の申告が必要な方
　 　上記の「所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方」以外で、平成30年１月１日現在、吉備中央町内に居住し、

次に該当する方は、吉備中央町へ町県民税の申告書の提出が必要です。
　◇　給与収入がある方で、
　　○　年末調整した給与以外に各種所得がある方。
　　○　平成29年中にアルバイトやパートなどをしていた方で、収入金額が93万円を超える方。
　◇　公的年金等の収入のみがあり、配偶者・扶養控除等を受けたい方で、
　　○　平成30年１月１日現在の年齢が65歳以上で、年金収入額が148万円を超える方。
　　○　平成30年１月１日現在の年齢が65歳未満で、年金収入額が98万円を超える方。
　◇　 事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方、土地・建物等の譲渡所得があっ

た方、株式の譲渡所得等があった方。
　◇　その他地方税法の規定により申告が必要な方。
　〔注〕 　所得税の確定申告及び町県民税の申告の必要のない方（所得のない方を含む。）でも、国民健康保険又は後期高齢者医療制度に

加入されている世帯の世帯主並びに被保険者の方は、税額（保険料）軽減等の算定に必要となりますので、町県民税申告書（兼国
民健康保険税・後期高齢者医療保険料申告書）の提出をお願いします。

　　　 　また、平成30年度中に所得証明書（所得額が０円のものを含む。）等が必要となる方は、町県民税申告書を提出してください。

２月20日・21日の２日間は、税務署と合同で申告相談会を行います
　 　２月20日㈫・21日㈬の２日間は、下竹荘公民館（湯山1002）において、町内全域の方を対象に岡山西税務署と合

同で申告相談及び申告書の受付を行います。青色申告、営業等・不動産・配当所得、土地建物・株式の譲渡所得等があ
る方は、この２日間にお越しください。
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Information from office

申告相談に来られる際の注意点（お願い事項）
　◇　 申告相談にお越しの際は、この広報紙と一緒にお配りしている「申告相談日程表」の裏面をよくお読みいただき、

所得額の計算に必要な事前準備をしていただくとともに、持参いただく書類等をよく確認のうえご来場ください。
　◇　 毎年収支内訳書の作成に時間がかかり、申告相談会場で順番をお待ちいただく時間が長くなっていますので、事前

作成のご協力をお願いします。農業所得のある方は、この広報紙と一緒にお配りしている「農業所得収支整理ノー
ト」に記入してご持参ください。

　　　 収支内訳書等を作成されていない方は受付順が後退する場合があります。未作成の方は、作成の上再度お越しいた
だくか、受付で作成をお願いいたします。

　◇　 医療費控除について平成29年分の確定申告から、領収書の提出の代わりに「医療費控除の明細書」の添付が必要
となりました。また、医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。

　　　なお、平成31年分までの確定申告については、従来の方法によることもできます。
　　　 また、平成29年分の確定申告から、健康の保持増進及び疾病の予防として一定の取組を行っている方が、自己又

は自己と生計を一にする配偶者その他の親族のためにスイッチＯＴＣ医薬品（※）の購入費を支払った場合は、従
来の医療費控除との選択により、セルフメディケーション税制による医療費控除の特例を適用することができます。

　　　詳しくは、国税庁及び厚生労働省ホームページをご覧ください。
　　　医療費控除を受ける方は、支払った医療費の領収書等を受診者別に仕分け、金額の集計を必ず行ってご持参ください。
　　　※医師によって処方される医薬品から、薬局などで購入できるＯＴＣ医薬品に転用された医薬品

　　　ご不明な点がありましたら、次へお問い合わせください。

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

ハートフルタウン、分譲中！
　町では、宅地用分譲地としてハートフルタウンを分譲しています。
　平成30年１月からは宅地分譲購入補助金の補助率が分譲価格の20％から30％にアップ！
　また、住宅取得奨励金制度もあります。
　賃貸物件からの住み替えを考えておられる方、町外のお知り合いで分譲地を探されている方等いらっしゃいました
ら、ぜひ一度ご検討ください！

　 所　在　地 　吉備中央町上田東
　 分譲区画数 　全23区画のうち９区画
　 土 地 面 積 　395.50m2（119.6坪）～606.18m2（183.3坪）
　 分 譲 価 格 　356.5万円～634.6万円（補助金交付後）
　 坪　単　価 　平均約3.2万円
　 そ　の　他 　分譲価格30％相当の補助があります。

　分譲条件等、詳しくは町公式ホームページ内の「せんたく日和」をご覧いただくか、
下記お問い合わせ先にご連絡ください。

　 吉備中央町ハートフルタウン
　http://www.town.kibichuo.lg.jp/site/teijyu/189.html

お問い合わせ先 　定住促進課　☎0867－34－1116
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役場からのお知らせ

新成人の皆さんへ

20歳になったら国民年金
　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働い
ている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント
■ 将来の大きな支えになります
　　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
■ 老後のためだけのものではありません
　 　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、病気

や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場合、その加入者により
生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

国民年金加入手続きと、その後の流れ
①「国民年金資格取得届」を提出してください。
　 　20歳の誕生日前に年金機構からお送りする「国民年金資格取得届」に必要事項を記入し、役場または年

金事務所に提出してください。
②「年金手帳」が届きます。
　　保険料納付の確認や、将来年金を受け取る際に必要です。大切に保管してください。
③「国民年金保険料納付書」が届きます。
　 　金融機関、コンビニエンスストアなどで保険料を納めてください。また、口座振替やクレジット納付も

可能です。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
■ 「学生納付特例制度」
　 　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶

予される制度です。
　 　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学

校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
■ 「納付猶予制度」
　 　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民年金保険料の納付が猶

予される制度です。
　※平成28年６月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢年金を受け取るために必要な期間に算入されますが、年金額には
反映されません。しかし、収入を得られるようになり、保険料の納付が可能になった時に「追納制度」をご
利用いただけば、将来受け取る年金を増額することができます。

お問い合わせ先 　住民課　戸籍住民班　☎0866－54－1316
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Information from office

平成30年度に野猪等被害防止事業を共同で計画されている方へ
　イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害に対し、共同（３戸以上）で防護柵（ワイヤーメッシュ・電柵等）の設置
を計画される方は、国・県への補助申請のため事業要望の取りまとめを行いますので、下記により農林課までご連絡
をお願いします。

１．報　告　内　容　 集落名、代表者の住所、氏名、電話番号、受益者数、仕様、施工地番、計画延長（ｍ）をご連
絡ください。

２．報　告　期　限　平成30年２月23日㈮
　なお、個人施工による防護柵の設置、緩衝帯整備を計画されている方は、４月以降に申請の手続きを行ってください。
　（参考）補助内容については、次のとおりです。

補助金の名称 仕　　様 補助金額 補 助 率

野猪等被害防止
事業補助金

トタン・ワイヤーメッシュ １ｍあたり500円以内

補助基本額、または原材料費の
いずれか低い額の２/３以内

電気柵 １ｍあたり125円以内
（１段あたり）

防護ネット １ｍあたり200円以内
防鳥ネット １㎡あたり100円以内

緩衝帯整備 10aあたり60,000円以内 補助基本額、または委託料のい
ずれか低い額の１/３以内

お問い合わせ先 　農林課　林業振興班　☎0866－54－1318

わたしたちは、障害者相談員です
　障害者相談員は、地域で生活する障害（身体・知的）のある方々が、障害のことで悩んでいたり、不安に感じたり
することがあれば、身近な存在として相談を受けます。また、必要な機関（役場や障害者更生相談所など）へ情報提
供して、地域で充実した生活が送れるように支援をしています。どんな些細なことでも構いません。相談したいこと
があれば、ぜひご連絡ください。

身体障害者相談員

氏　　名 住　　所 電話番号
藤井　忠夫 吉備中央町尾原571 0867－35－0729
葛原　元子 吉備中央町小森1881 0867－34－0404
池本　初惠 吉備中央町宮地68 0866－55－5374
宇野　範子 吉備中央町田土2734－5 0866－54－1304

知的障害者相談員

氏　　名 住　　所 電話番号
中空　幸惠 吉備中央町田土2174－4 0866－54－1744
渡邊　順子 吉備中央町尾原98 0867－35－0331

お問い合わせ先 　福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317
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＊２月の課題は「春」、３月の課題は「おやつ」です。
　投句の方法…はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
平
成
29
年
12
月
秀
句
　
題
「
財
布
」 

（
津
賀
公
民
館
）

今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

２月３日㈯ 納　地 料理教室 午前９時～午後１時　恵方巻き　参加費300円
先着30名　申込〆切１/25

２月８日㈭ 豊　野 癒しの花ボトル ～ハーバリウム～ 午後１時30分～　材料代＠2,500円

２月12日㈪・26日㈪ 上竹荘 太極拳教室 －入門編－ 午後１時30分～　参加費200円

２月17日㈯ 上竹荘 かみたけ防災教室 午前９時30分～　ハグゲーム・AED講習他

２月18日㈰ 納　地 手作り味噌体験教室 午後１時～４時　味噌を仕込む　参加費500円

２月19日㈪ 吉　川 ３時のおちゃにきてください！ 午後１時～　ゆる体操・ピアノ鑑賞　要申込　参加費100円

２月23日㈮ 津　賀 さわやかクッキング ～お雛さまメニュー～ 午前10時～　参加費500円　申込〆切２/16

津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー
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出会いの出会いの

扉扉

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社
絵
　
　
　
本

いろのかけらのしま
甲骨もじであそぶちゅうごくの十二支の
ものがたり
ぼく、仮面ライダーになる！ ビルド編

イミョンエ／ポプラ社

おうようかりょう／JULA出版

のぶみ／講談社

おーいでてこーい 鏡のなかの犬　
王さまライオンのケーキ はんぶんのはん
ぶん ばいのばいのおはなし
てをつなぐ

中島梨絵／ミキハウス

マシュー・マケリゴット／徳間書店

鈴木まもる／金の星社

児
　
童
　
書

世界の民族衣装

ホカリさんのゆうびんはいたつ

凍てつく海のむこうに

竹永絵里／河出書房新社

はせがわさとみ／文溪堂

ルータ・セペティス／岩波書店

たのしいローマ数字
透視絵図鑑 なかみのしくみ　のりもの
ようこそ！ へんてこ小学校 おにぎり VS 
パンの大勝負

デビッド・A・アドラー／光村教育図書

こどもくらぶ／六耀社

スギヤマカナヨ／KADOKAWA

一
般
実
用
書

手仕事礼讃

レゴレシピ いろんな建物

天才棋士加藤一二三 挑み続ける人生

林ことみ／誠文堂新光社

ケビン・ホール／玄光社

加藤一二三／日本実業出版社

お菓子タルト＋お惣菜タルト

DIYで火の暮らしを楽しむ

おもしろ張り子

栗山有紀／朝日新聞出版

地球丸

前田ビバリー／グラフィック社

一
般
読
み
物

光の犬

黙殺 報じられない“無頼系独立候補”たちの戦い

かるい生活

松家仁之／新潮社

畠山理仁／集英社

群ようこ／朝日新聞出版

太陽と乙女

呉漢　上・下

老いたる詐欺師

森見登美彦／新潮社

宮城谷昌光／中央公論新社

ニコラス・サール／早川書房

２月の休館日 かもがわ図書館 ☎ 0867－34－1115
  0867－34－1124
ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866－54－1331
  0866－54－1311

 5日 11日
12日 13〜21日
26日

『ぜったいにおしちゃダメ？』
� ビル・コッター／作　サンクチュアリ出版��か

絵本の中に出てくるボタンを『ぜったいに�お
しちゃダメ！』っという約束をしてから、本
を読み進めます。主人公のモンスターがボタ
ンを押して！�本を振って！�と誘惑の言葉を
どんどんかけてくるが最期まで守れるか！？�
我が子に試すと、すぐに押してしまう子、他
の子が押そうとすると止める子、孫の手を持
ち出して押す子…と様々な反応。大人の方も
精一杯の誘惑を込めて読んでください。

『夢をかなえるゾウ』
� 水野敬也／著　飛鳥新社��か㋺

ゾウの神さま、ガネーシャが関西弁でアドバ
イスをくれ、ダメダメな僕が夢を叶える話。
自己啓発本ですが、物語になっていて、面白
く読み進めていくうちに頭の中に刷り込まれ
てきます。憎めないガネーシャに突っ込まれ
ながら、主人公に感情移入しながらあっと言
う間に続編（全３巻）も読破しました。夢や
目標ができた時に読むのをお勧めします。

図
書館だより 2018 年２月号

新着図書
案内

お
す
す
め
本

 

紹
介
者
・
石
田
真
紀
子

※２/13～21は、特別整理のための休館

農業応援講座

聞いてすぐ実践できる野菜づくりのアイデア
や裏ワザ、野菜の加工品など、現場直結のわ
かりやすい話です。「ほぉ～なるほど」と、試
してみたくなる情報がきっとある！！

２月１日㈭までに、ご連絡ください。
※くわしくはチラシをごらんください。

ふたつの図書館の本を、点検
整理するため、以下の期間は
休館します。

≪ ２/13㈫〜21㈬ ≫

＊ 教育委員会・公民館での県立
本受け取りやご返却は、通常
通りご利用く
ださい。ご不
明な点は、お
問い合わせく
ださい。

特別整理期間の休館

日時：２月５日㈪  13：30～
場所：きびプラザ１階第１会議室
講師：原田 順子氏（農山漁村文化協会中国四国支部）

「畑の作業、野菜作りのコツと裏ワザ」

申し込み
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地域おこし協力隊便り Vol.

34

イベント開催のお知らせ
　先月号でもお伝えさせていただきましたが、来たる３月４日㈰に「KIBI CHUO CIRCLE／きびちゅうお
うサークル」を開催します。私たち地域おこし協力隊は、今後さらに多くの人と町の未来を考えながら歩
んでいきたいと思っております。そのためには、まず協力隊が「どんな活動をしているのか」を知っても
らう機会が必要だと感じています。そこで、私たち全員で企画したのが「KIBI CHUO CIRCLE」です。こ
のイベントは、協力隊が中心となって住民の人たちと一緒に町の未来を考えるキッカケになるような「集
まり」をつくり、これから一緒に町の未来に向かって行動していけるような「輪」をつくっていきたいと
いう想いを込めています。
　記念すべき第１回目の今回は、活動紹介だけではなく、吉備中央ミニマルシェ、水車で精米したお米で作っ
た甘酒・デザートの販売、電動クロスバイクを使ったミニツアーの体験、吉備中央町の魅力的な写真を集
めたフォトコンテスト、町営塾kii＋（キイト）の授業体験、kii＋有志生徒によるスペシャルブース、吉備中
央モザイクアートの展示や吉備中央ソングのコンサートなど、協力隊の活動を見て、感じていただけるよ
うなブースを企画中です！ 会場に集まってくださった皆さんと一緒にワクワクできるような時間を過ごせ
るよう、精一杯準備を進めていきます！ ３月に入り春が近づいて来ると、畑作業や年度末のお仕事が増え
て忙しい時期になってくると思いますが、少しでも会場を覗いてもらえたらとても嬉しいです！ たくさん
の方のご来場をお待ちしております！

お問い合わせ先 　［主催・企画］  吉備中央町地域おこし協力隊（協働推進課内）　☎0866－54－1301

イベントの詳細は、
折込のチラシをご確認ください！
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町以外からの

お知らせ

Info
rmation

Information

に
わ
と
り
、あ
い
が
も
、や
ぎ

な
ど
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
へ

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
口

蹄
疫
が
発
生
し
た
と
き
、
地
域
の
被
害

を
最
小
限
度
に
す
る
た
め
に
、
次
の
対

象
動
物
に
つ
い
て
、
毎
年
、
２
月
１
日

時
点
の
飼
養
場
所
と
頭
羽
数
の
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

●
対
象
と
な
る
動
物

①
牛
、
水
牛
、
馬

②
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
い
の
し
し

③�

鶏
、
あ
ひ
る
（
＊
あ
い
が
も
を
含
む
）、

う
ず
ら
、
き
じ
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

④
だ
ち
ょ
う

　

※
１
頭
１
羽
か
ら
必
要
で
す

●
動
物
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
に
は

１
．�

飼
育
小
屋
へ
の
出
入
り
は
で
き
る

だ
け
決
ま
っ
た
人
や
車
で
し
ま

し
ょ
う
。

２
．�

野
生
の
動
物
が
病
気
を
持
ち
込
む

こ
と
も
あ
る
の
で
、
飼
育
小
屋
に

ネ
ッ
ト
す
る
な
ど
し
て
、
入
り
込

め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
．�

新
鮮
な
水
と
エ
サ
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

４
．�

飼
育
小
屋
は
こ
ま
め
に
掃
除
を
し

ま
し
ょ
う
。

５
．�

動
物
た
ち
の
フ
ン
は
き
ち
ん
と
片

付
け
ま
し
ょ
う
。

６
．�

小
屋
の
周
り
な
ど
を
定
期
的
に
消

毒
し
ま
し
ょ
う
。

※�

消
毒
方
法
は
、
病
気
に
よ
っ
て
違
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

【
提
出
様
式
等
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
岡
山
家
畜
保
健
衛
生
所

 

☎
０
８
６

−
７
２
４

−

３
８
８
０

 
０
８
６

−
７
２
４

−

３
８
８
４

※
夜
間
休
日
（
緊
急
）

 

☎
０
９
０

−
５
３
７
７

−

５
９
２
１

【
詳
細
情
報
】

　

�http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/

syouan/douei/eisei/e_koutei/
kaisei_kadenhou/index.htm

l

☎

☎
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１歳おめでとう！ 音楽や
ボール大好き、元気に大き
くなってねー♪

● 平成29年２月17日生まれ 原は
ら

　  

惟い
お
り織 

ち
ゃ
ん
（
円
城
）

いつも明るく元気いっぱい
で大きくなってね！

● 平成29年２月12日生まれ 石い
し
か
わ川  

詞こ
と
ね子 

ち
ゃ
ん
（
宮
地
）

みなさんからお便り・みなさんからお便り・
イラスト・写真をイラスト・写真を
お待ちしています。お待ちしています。

みんなのみんなの
ページページ

おめでとう
満１歳

　私たちは「実践型介護の在り方」をテーマと
し、老人福祉施設大会で研究発表を行い、県大
会、中国大会を経て、10月17日～18日に開催
された「平成29年度全国老人福祉施設研究会
議」へ出場しました。研究会議では、６つの分
科会テーマが挙げられており、私たちは「伴走
型介護の確立とエビデンスに基づくケアの実
践」と題したテーマに沿って発表をしました。
発表内容は、自分たちが行った実際の取り組み
として、現在の特別養護老人ホームが、終の棲
家になりつつある現状で、施設の利用者が施設
で元気に過ごせるように、生活の基本である、
水分量、食事、運動、自然排便の見直しを図り
ました。生活を見直していく中で、施設で生活
をしていた利用者が自宅に復帰することがで
きました。このように普段の行動や食生活等を

お便りありがとうございます。

振り返ることの大切さ、利用者の希望を叶える
ことができた喜びを肌で感じました。
今後、ますます高齢化が進む状況の中で、こう
した事例がさらに増え、利用者が施設で充実し
た生活を送れるようサポートしていきたいと
思います。

特別養護老人ホームきびハイツの皆さん

全国老人福祉施設研究会に参加して

Happy
 Birthday!
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自
然
豊
か
な
地
で
育
む
命
と
食

●
移
住
前
の
仕
事
は
？

　
み
か
ん
農
家
で
、
ジ
ャ
ム
や
シ
ロ
ッ
プ
作
り
、
フ

ル
ー
ツ
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
ま
し
た
。

●
移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
長
女
の
出
産
を
機
に
、
夫
勝
豊
さ
ん
の
実
家
が
あ

る
岡
山
県
に
帰
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
田
舎
で
の
子

育
て
や
農
業
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
高
ま
り
、
祖
母

の
家
が
あ
っ
た
吉
備
中
央
町
へ
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

● 
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
使
用
し
た
お
菓
子
を
作
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　
田
舎
の
地
で
農
業
を
営
み
つ
つ
、
そ
れ
だ
け
で
は

な
い
＋
α
を
仕
事
と
し
て
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ホ
ス
ト
を
行

う
中
で
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
来
ら
れ
た
方
が
、
作
っ
て

く
れ
た
お
菓
子

（
サ
ラ
ミ
ー
ノ
＝

生
バ
タ
ー
ビ
ス

ケ
ッ
ト
）
に
感
動

し
、
作
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。

●
最
後
に
一
言
…

　
「
佳
豊
庵
」
と
い
う
屋
号
で
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ

や
お
菓
子
を
道
の
駅
か
も
が
わ
円
城
を
は
じ
め 

Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
の
お
土
産
売
り
場
、倉
敷
市
の
天
満
屋
、

総
社
市
の
宮
脇
書
店
な
ど
計
８
か
所
で
販
売
を
し
て

い
ま
す
の
で
、皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
吉
備
中
央
町
の
お
土
産
に
も
ど
う
ぞ
！

まちと
つながる

太田　勝豊 さん
　　　佳美 さん
 ご家族（案田）

新生活の地として、なぜこの地を選
んだのか、移住者を魅了するものは
何なのか？ 移住者のさまざまな思い
を聞きました。

Second Home❼ 平成24年７月に和歌山県から吉
備中央町へ移住しました。現在
は、妻、子ども２人の４人で生活
しています。また、自家栽培した
ピオーネをドライフルーツなどに
加工。その加工したフルーツを使
用したお菓子を販売しています。

Profile

輝かしい誉れ ～栄光をたたえます～

加賀中学校ソフトテニス部
●平成29年度岡山県中学校秋季
　ソフトテニス大会 男子団体  第３位

（平成29年11月６、７日　備前市総合スポーツ公園）
成績結果  １回戦　加賀−矢掛　３−０
 ２回戦　加賀−上道　２−１
 ３回戦　加賀−成羽　２−１
 準決勝　加賀−高陽　０−２

●第30回中国地区中学生
　ソフトテニスインドア大会 　出  場

（平成29年12月25～27日
 岡山県総合グラウンド体育館【ジップアリーナ】）
成績結果  １回戦　加賀−末武（山口）　０−３

　正直、ここまで勝てるとは思っていなかったので、３位に入ることができて嬉しかったです。日々の練習
では、しっかり声を出すことを心掛けました。今年の夏で引退するので、後悔しないようにしっかりと練習し、
団結力を強めたいと思います。そして、地区大会で優勝することを目標に頑張ります。皆さん、応援をよろ
しくお願いします。

ソフトテニス部の皆さん

石伊  健悟 主将からの Comment

「サラミーノ」（しっとりした
食感で６種類の味があります）
スライス状に切り、珈琲と合
わせご賞味ください。

23 2018.２月号　広報 



EVENT INFORMATIONEVENT INFORMATION
イイベンント情情報

「農家民宿おもてなし研修会」開催のお知らせ
　吉備中央町農家民宿推進協議会では、農家民宿の経営や子どもたちとの交流（教育旅行の受入）に興
味のある方を対象に、農家民宿おもてなし研修会を開催いたします。

開催日時 　平成30年１月30日㈫ 〜 　13時30分より
開催場所 　ロマン高原かよう総合会館２階多目的ホール
対 象 者 　農家民宿や交流体験に興味のある方　※参加費無料
研修内容 　農業体験や自然体験によるホスピタリティ（癒し）の提供について

お問い合わせ先 　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

元バドミントン日本代表
小椋久美子トークショーを開催します！！

演題 「夢を実現するチカラ」
　北京オリンピック女子バドミントン日本代表として出場され、「オグシオ」ペアとして活躍された小椋
さんの貴重なトークショーをぜひ聞きに来てください！

日　　時 　平成30年２月３日㈯
 　開場：午後１時30分
 　開演：午後２時
会　　場 　ロマン高原かよう総合会館
入 場 料 　無料（予約不要）

お問い合わせ先 　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301

今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
き
び
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
た
成
人
式
の
様
子
で
す
。

振
り
袖
や
袴
と
い
っ
た
晴
れ
着
姿
を

着
た
新
成
人
は
、
友
達
と
の
再
会
を

喜
び
な
が
ら
何
度
も
写
真
を
撮
っ
て

い
ま
し
た
。

編
集
後
記

▼
年
が
明
け
、
早
い
も
の
で
１
ヶ
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
ど
ん
な
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
か
？ 

お
餅
や
お
節
料
理
を
食

べ
た
方
、
初
売
り
で
福
袋
を
買
わ
れ

た
方
、
お
年
玉
を
あ
げ
た
方
な
ど
楽

し
い
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
１
年
の
最
初
に
見
る
夢
で
、

そ
の
年
の
吉
凶
を
占
う
習
俗
と
言
わ

れ
る
初
夢
。
め
で
た
い
夢
の
順
は
「
一

富
士
、
二
鷹
、
三
茄
子
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
私
の
初
夢
は
外
国
を

訪
れ
、
の
ん
び
り
と
世
界
遺
産
を
巡

る
旅
を
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
、
海

外
旅
行
へ
行
く
私
に
と
っ
て
、
今
年

は
ど
こ
の
国
へ
行
っ
て
み
よ
う
か
な
と

夢
が
膨
ら
む
、
そ
ん
な
初
夢
で
し
た
。

　
初
夢
も
そ
う
で
す
が
、
占
い
な
ど

で
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
を
信
じ
る

か
、
信
じ
な
い
か
は
自
分
次
第
だ
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
、
プ
ラ
ス
思
考

で
「
自
分
に
と
っ
て
悪
い
こ
と
は
、

自
分
で
変
え
よ
う
！ 

自
分
の
幸
せ

は
自
分
の
心
が
決
め
る
！
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

田
淵

ぜひご来場ください
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　12月18日、円城小学校５年生が円城白菜の収穫を行いました。
　地域の特産品について知り、地域を愛する心を育むことを目的に、９月に300余りの白菜の苗を植えました。
この日、児童たちは、上田西の 山紀彦さんに白菜の収穫方法を教わりながら、丁寧に収穫をしていきました。
収穫を体験した草地健太くんは「鎌を使って白菜を採るのが大変だった。みんなで育てた白菜を多くの人に買っ
てもらいたい」と話していました。
　今回収穫した白菜約200玉は、20日に道の駅かもがわ円城で販売し、販売開始から約５分で完売しました。

円城白菜収穫体験TOPIC 2

　11月23日、ロマン高原かよう総合会館で「生涯学習フェスティバル」を開催しました。このフェスティバルは、
昨年まで別々に開催していた「読書フェスティバル」と「生涯学習･人権フェスタ」を併せて開催したものです。
　レインボーホールで行われた開会行事では「いいゾー！コメント賞 最優秀賞」
と思いやりをテーマにした「男女共同参画 川柳コンテスト」（掲載記事11頁）の
表彰があり、その後、上竹荘小学校における人権教育の取り組みや中学生ボラン
ティアによる紙芝居、「明るい家庭づくり」作文の発表が行われました。
　続いて行われた、作曲家の青島広志先生とテノール歌手の小野勉先生による「青
島広志のおしゃべりコンサート」と題した人権講演では、軽快なピアノや楽しい
トーク、美しい歌声と普段味わうことのできない華麗な音楽の世界に参加者は魅
了され、コンサート形式での講演会を堪能していました。
　２階の多目的ホールでは、糸あやつり人形劇団「みのむし」による『したきりす
ずめ』の公演があり、子どもたちは人形の動きに目を奪われ、楽しいお話に聞き入っ
ていました。また、毎年恒例の町内ボランティアグループ「レインボー」による
人形劇や「ゆう＆ゆう」の立体朗読会、中学生による読み聞かせ会もありました。
　１階ホワイエでは、人権をテーマにした習字や標語・読むゾー大賞・学校司書による展示・男女共同参画川柳
コンテストなどの作品展示やブックリサイクルコーナーが、学び体験コーナーとして「コーヒーの味わい体験」
や「おりがみのへや」「本とあそぼう」「森のクラフト工作」が行われ、大勢の人で賑わいました。
　また、会場内のコーナーを巡り、スタンプを集めて景品がもらえるスタンプラリーも開催され、親子で楽しむ
姿が見られました。

生涯学習フェスティバル開催TOPIC 1

PHOTO
TOPICS
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22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町

子どもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野1-2　　☎�0866-54-1314　 �0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　E-mail�kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

人　口　11,834人（−20） 男　5,719人（−４）
女　6,115人（−16） 世　帯　5,535戸（−１）

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）

●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

※平成30年１月１日現在　（　）は前月との増減

　12月10日、幼児クラブのクリスマス会が豊野公民館において開催されました。
当日は、13組の親子が参加し、ゲームやクリスマスケーキを食べながら楽しく交
流しました。
　じゃんけん列車やしっぽ取りのゲームの際、兄弟で来られている方には、お母
さんが上の子どもさんとしっかり関われるように愛育委員が下のお子さんをお預

かりしました。子どもたちは、お母さんと大きな歓声をあげてとても楽しそうに遊んでいました。
　その後、愛育委員が大型絵本とむし歯予防の紙芝居の読み聞かせを行いました。紙芝居の最後に、子ど
もたちへ食事の後にはお茶などを飲むとお口の中がきれいになること、また、保
護者の方には乳幼児期からのお口の健康が高齢になっても、自分の歯で食べられ
ることにつながることをお伝えしました。
　これからも、地区の行事に参加し交流を深めながら子どもたちの成長を見守っ
ていきたいと思います。

愛育委員会活動報告 豊野支部

栄養委員さんからの One Point アドバイス

＊季節の野菜を何でも使ってみましょう！
　（きのこなどもOK）

＊�ポン酢やマヨネーズに偏りがちな温野菜を、
いつもと一味違ったソースでお召し上がりく
ださい。

材　　料  作　り　方
ブロッコリー   ４房
かぶら   ２～４個
人参   １/４本
れんこん   40ｇ
さつま芋   40ｇ
かぼちゃ   40ｇ
白菜   80ｇ

１．ブロッコリー以外の野菜を土鍋に並べる。
２．少量の水を入れ、中火にかける。
　　湯気がわいてきたら弱火に落とし、10分加熱する。
３．ブロッコリーを入れてさらに５分加熱する。

ごまみそ 辛味マヨ
しょう油   大さじ１/２
みそ   大さじ１/２
マヨネーズ   大さじ１．５
砂糖   小さじ１
すりごま   大さじ１．５

マヨネーズ   大さじ２
豆板醤   小さじ１/２
甜麺醤（てんめんじゃん）   小さじ１
しょう油   小さじ１
みりん   小さじ１
にんにく   １/３かけ

エネルギー：283kcal
たんぱく質：4.9g
カルシウム：191mg　食塩：2.6g

エネルギー：238kcal
たんぱく質：1.4g
カルシウム：９mg　食塩：2.3g

１日350ｇ　両手１杯の緑黄色野菜　両手２杯の淡色野菜を
生活習慣病予防のために食べよう！

円城栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜『ブロッコリー』 季節の温野菜のディップソース（２人分）

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）
香典返し（金一封） 宮原　　淨（上竹）、内藤　三治（上田西）、石坂　貞雄（上野）、土居喜代志（総社市）
篤志寄附（金一封） 沼本みさ子（倉敷市）

この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所、出張所でご寄附を随時受け付けています。
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